
 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月９日（木）に伊達西小学校体育館におい

て、伊達西小委員 7名、光陵中委員５名、事務局

２名参加の下、立花スクールソーシャルワーカ

ーをオブザーバーとしてお招きし、今年度３回

目の学校運営協議会合同委員会を開催しまし

た。 

光陵中学校運営協議会本多会長の「ICT 機器

の導入により授業が大きく様変わりしている。

機会があればぜひ学校に足を運んでみてほしい。」という挨拶に始まり、両校教頭より、学校評価の

集約結果及び分析による成果と課題を委員の皆様に説明しました。また、両校校長から、次年度の

学校経営の方向性について、経営の重点等を中心に、今年度の成果と課題を踏まえて説明しました。

協議の主な内容は次のとおりです。 

 １．令和 4年度学校評価結果について 

両校とも、児童生徒の授業への評価は高いのですが、伊達市学力テストの結果は、目標値を下回る

学年や教科が多いとの報告に、児童生徒の学力向上に向けた空気感の醸成が必要ではないかというご

意見を頂きました。伊達西小学校からは、全教職員で統一した取組（朝の音読、国語・算数での 5分

間テスト）を予定していること、光陵中学校からは、学習内容の定着につながる家庭学習の在り方を

研修部を中心に協議を重ねていることが報告されました。 

また、小学校と比べて中学校での不登校の割合の高さについて質疑応答がなされました。中学校か

らは、「一人ひとり背景や様態等が異なっているが、自我の意識が高まる発達段階にあることで潜在し

ていたものが表出するため、中学校で増加傾向になる。最近は、繊細過ぎて生きづらさを感じるHSC

も増えてきている。外部機関とも連携しながら、家庭との連携が切れぬよう、進路・自立を念頭に置き

支援している。」ことを説明し、SSW 立花氏からは、伊達市全体の不登校の割合は、全国に比べると

低いとの情報提供がありました。 

 

 ２．令和 5年度学校経営の方向性について 

伊達西小学校、光陵中学校の校長から、それぞれ令和５年度の学校経営の方向性についての説明が

ありました。その後、「伊達西小学校の鼓笛の在り方」について、「教育課程への位置づけの困難さ、指

導者や時間の確保などの問題等から令和 5年度で終了する」ことについて、今後、保護者に周知し理

解を求めていくとの説明がなされました。説明内容全体を通して、委員の方々から理解を得られ、両

校の学校経営の方向性について、了承していくことが確認されました。 

 

※今回の合同会議でいただいたご意見やご質問などを生かしながら、今後、新年度の学校体制の準備を

進めてまいります。終わりになりましたが、今年度の両校の学校運営に際し、感謝を申し上げ、次年度も

変わらぬご支援をいただけますようよろしくお願いいたします。 
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